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象としたもので、回答率約 97.6%、そのうち中退者は 2.65%、休学者は 2.3% であった。











れば 2008 年度入学者の国公立大学の中退率は 2.9%、私立大学の中退率は 11.0% である。ど
ちらも大学の偏差値が下がるほど中退率は上がっている。私立大学の場合、偏差値 70 以上








































































































































は、その箇所を、例えば「5 ページの 3 行目から 4 行目まで」のように、はっきりと指示し
た。この授業は基本的には知識を教える授業だが、図表やグラフの読み取り方、例題への解
答の書き方などを口述したり板書したりして学習のし方にも力を入れて指導した。
　本研究は 1 年生対象としたため、2 年生以上の学生のデータを除外した。留学生が 10 名登
録していたが、日本人学生と属性が異なるため対象から除外した。最終的に 1 年生 75 名を
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が長い（平均時間の 48 分より長い）学生は 38 名おり、その中で科目に合格したのは 18 名
（47%）、通学時間が短い（48 分より短い）学生は 37 名おり、その中で科目に合格したのは
22 名（59%) であった。
　表 1において、各項目の行末の【　】内は、大きな比率の選択肢が小さな比率の選択肢の










・ 「家族と同居」：家族と「別居」の学生が「同居」の学生より合格率が 1.5 倍高い。
　「アルバイト」、「県外在住経験」、「通学時間」については、「アルバイトなし」、「県外在住


































ノーリスクグループに分けた。ハイリスクグループは 21 名で、そのうち不合格者は 13 名
（62%）、ローリスクグループは 41 名、不合格者は 18 名、ノーリスグループは 13 名、不合
格者は 4 名（31%）であった（表 3）。
　リスク要因が多いほど不合格者は増える。ハイリスクグループ 28 名の不合格率は 62% で、
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